


会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清 染 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
本 号 で は 、 平 成 30 年 11 月 27 日 に 開催 され た 平成 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル の 概要 に つい て 御 報 告 し ます 。 





『 成 3 0 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 





平成 30 年 11 月 27 日 ( 火 ) の 10 時 か ら 、 娠 手 銀行 本 店 大 会 議 室 に お いて 、 いわ て 未来 づく り 機構 会 員 約 50 
名 の 参加 の も と 、 平 成 30 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し ま し た 。 

今回 は 、 ラ ウン ドド テー ブル メン バー と 作業 部 会 の 距離 を 縮め の 、 一 体感 の 醸成 を 図る た め 、 各 作業 部 会 の 活 
動 状況 の 報告 及び ラウ ンド テー ブル メン バー に よる ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 





、 作業 部 会 の 活動 報告 及び ディ スカ ッ シ ョ ン Eee 
県 民 運 動 「 復 興 と 新た な 社会 基盤 等 の 活用 」 を 推進 する 作業 部 会 


1 か け 橋 作業 部 会 

岩 災 か ら の 復旧 ・ 復 興 に あたり 、 広 く 内 外 に 開か れ た 復興 が 重要 と の 考え の も と 、 和 被災 地 の ニー ズ と 
企業 の 支援 を つなぐ 復興 支援 マッ チン グ な どの 取組 を 平成 23 年 度 か ら 開 始 。 首 都 圏 の 企業 等 に お ! 
る 、 自 ら の 持つ ノウ ハツ ウ を 活用 し て 社会 の 課題 解決 に 頁 献 す る と と も に 利益 も 創造 する 活動 (CSV) 
の 動き を と ら え な が ら 、 こ うし た 企業 と の 連携 を 進め 、 更 な る マッ チン グ に つなげ て いく 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー がら の 主 な コメ ント 】 

〇 平成 28 年 台風 10 号 の 被害 を 受け た 企業 の 存続 に つなげ た だ マッチ ング は 大 き な 成 果 。 

〇 取組 に つい て 地元 の 認知 度 が 低い 。 も うつ 少 し 地元 で の P R、 営 業 活動 に 力 を 入れ て ほし い \。 


2 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
復興 を 担う 人 材 育成 や 人 的 ネッ トワ ー ク づく り の 強化 を 図る こと を 目的 に 、 復 興 に 向け た 講演 や パネ 
ルディ スカ ッ シ ョ ン な ど を 行う いわ て 復興 未来 塾 を 平成 27 年 度 か ら 開 催 。 開 催 回 数 は 16 回 、 参 加 者 数 
は 延べ 2, 620 人 に 達し て いる 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が ら の 主 な コメ ント 】 
〇 復興 と いつ も の は 本 質 的 に 学び の プロ セス で も あり 、 こ の 方 法 は 有効 だ と 思 つ 。 
〇 人 づく りこ いつ 面 の ら す る と 、 万 同人 条 と し て ネッ トワ ー ク づく ぐり に も うつ 少し 力 を 入れ て ほし いい 


3 新しい 三陸 創造 作業 部 会 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019」 や 「 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 ず "釜石 開催 」 な どの 成功 と 、 
の レガ シー を 三陸 の 地域 振興 等 に つなげ る た め 、 平 成 30 年 度 か ら 活 動 を 開始 。 各 イベ ント の 成功 に 
け て 、 様 々 な 主体 の 参画 ・ 連 携 を 促進 する と と も に 、 開 催 機 軍 の 呈 成 や 周知 活動 を 展開 し て いる 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー か ら の 主 な コメ ント 】 
〇 風化 を 防止 し 、 今 か ら で も 復興 へ の 参画 を 頂く た め に も 集中 的 に 取り 組め こと に 意義 が ある と 思う つ 。 











〇 三陸 鉄道 の 利用 者 増 の た め の 仕 組み づく り ①、 三 陸自 動車 道 の 活用 廊 法 を 考え る ここ と が 必要 。 


4 復興 教育 作業 部 会 
復興 を 支え る 人 材 を 育成 する た め 、 機 構 の 会 員 で ある 大 学 や 団体 等 か ら 講 師 を 県 内 小 中 学校 ・ 高 校 に 
派遣 する 「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 を 平成 26 年 度 か ら 開 始 。 こ れ ま で 、「 災 害 医 療 」 や 「 心 身 の 健 
康 ] な ど を テー マ に 行い 、 延 べべ 26 校 で 3, 321 人 が 受講 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ プル メン バー か がら の 主 な コメ ント 】 
〇 地元 を 知り 理解 を 深め 、 地 元 愛 に つなが る 取組 で あり 大 変 有 難い 。 学 校 安 全学 に つい て 成功 を 期待 。 
〇 風化 し な いよ うに 、 少 な く と も 地元 で は 復興 教育 を 継続 じ て い か ひな けれ ば な ら な い 。 








県 民 運 動 「 人 口 減少 下 に お ける 地域 の 活力 維持 」 を 推進 する 作業 部 会 
5 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 
大 学生 の 地元 就職 を 促す た め 、 平 成 28 年 度 か ら 活 動 を 開始 。 学生 に 地域 の 特色 ある 事業 所 や その 活 
動 を 知っ て も ら 2 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ を 実施 する と と も に 、 学 生 と 事業 所 と が 交流 を 行う 「 ふ 
る さと 発見 ! 大 交流 会 」 を 昨年 度 に 引き 続き 開催 する 。 ま た 、 機 構 会 員 を 対象 と し た アン ケー ト を 実施 
し 、 り ・ 1 ター ン し た 理由 や や 背景 を 分 析 し て いる と ころ 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ プル メン バー か ら の 主 な コメ ント 】 
〇 いわ て キボウ スタ ー 開 拓 塾 、 大 交流 会 な ど 非 常に 成果 が 出 て いる と 評価 。 事業 の 継続 に 期待 。 
〇 「 岩 手 が 良 い 」 と いう 人 た だ た ち を 作っ て いく 、 そ ぞ それ を 若者 や 家庭 、 学 校 に 理解 し て も ら う こと が 大 事 。 


6 医療 福祉 連携 作業 部 会 

高 貞 省 の 孤立 防止 や 租 災 地 の コミ ュ ニ ティ の 再 構築 に 向け て 、 ス マ ホ や 携帯 電話 等 の CT 機器 か ら 
安全 情報 を 発信 し 、 高 齢 者 の 見 守り に 生か す 実 証 実験 を 釜石 市 や 山田 町 等 で 行っ て きた 。 加 えて 、 加 和 齢 
に 伴う 心身 の 変化 が あっ て も 最後 まで 自分 らし く 生 きる こと が で きる よう な 、 ま ち づ く り の あり 方 守 、 
AI や ToT を 活用 し た 見 守り 方 法 の 研究 な ど に 取り 組ん で いる 。 

【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー がら の 主 な コメ ント 】 

〇 外国 人 労働 者 の } 竹 が 見 込ま れ て お り 、 多 文化 共生 に 向け だ 取組 に も 盛 用 で きれ ば 良い と 思 つ 。 

〇 Al や loT な ど 新 し い 技 術 を 実装 し 、 人 口 の 少な い 地 域 で も 幸せ に 生き る こと に 結び 付け る の は 大 事 。 


7 子育て 支援 作業 部 会 
子育て 支援 の 環境 整備 を 推進 し 、 子 育て し や すい 岩手 県 を 実現 する た め 、 平 成 30 年 度 か ら 活 動 を 開 
始 。 「 育 児 と 仕事 の 両立 」 を テー マ に し た シン ポジ ウム を 12 月 に 開催 する 。 ま た 、 来 年 度 実施 予定 の 
子育て 支援 ニー ズ ・ シ ー ズ 調査 に 向け 、 準 備 を 進め て いく 。 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー か が から の 主 な コメ ント 】 
〇 子育て に は 、 企 業 ・ 行 牙 ・ 家 族 の 3 つの 支援 が 必要 。 家族 で は 祖母 の 存在 が 征 要 な 場合 が ある 。 
〇 子供 の 才能 を どう 伸ばし て いく か が 。 大学 ・ 市 町 村 ・ 県 と 高齢 者 が 連携 し て 幼児 教育 を 行っ て は どう か 




















県 民 運 動 !I LC な ど 科 学 技術 の 進展 へ の 対応 」 を 推進 する 作業 部 会 
8 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 

本 県 の 持つ ポテンシャル を 生か し た イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 取組 を 強化 する た め 、 平 成 29 年 
度 か ら 活 動 を 開始 し 、 本 県 の 大 学 や 研究 機関 等 に お ける 研究 開発 の 実態 把握 や 分 析 を 行っ て きた 。 そ の 
分 析 結 果 を 踏ま た を 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 向け た 方 向 性 を 検討 し 、 平 成 30 年 度 に 県 が 策定 する イノ ベ 
ーション 指針 に 反映 させ よう と し て いる と ころ 。 

【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が ら の 主 な コメ ント 】 

〇 イノ ベー ショ ン 推 進 の 中 で 1 LC 誘致 実現 の 占め る 割合 は 大 きい と 思 つ 。 

〇 部 会 の 取組 が 県 の 次 期 総合 計画 に 掲げ る プロ ジェ クト な ご ど と 整合 し て いく こと が 宣 要 。 

〇 岩手 な ら で は の イノ ベー ショ ン が 発揮 で きる 分 野 に フォ ー カ ス し て 進め て いく こと が 必要 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 

会 員 各 機 関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アデ ドレ ス 等 に 変更 が あり まし た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 伊 五 澤 、 奥 寺 ) 

電 話 :019-629-5195 (FAXO19-629-5254) E-mail| : AAO001@pref. iwate. jp 

ホー ムペ ー ジ httb : //www. pref.iwate.」jp/seisaku/mirai/005879.html 








